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「
否
、
否
、
決
シ
テ
然
ラ
ス
」
と
は
、
新
島
が
「
同
志
社
大
学
設
立
之
主

意
」
の
中
で
「
我
輩
手
ヲ
束
ネ
大
学
設
立
ノ
義
挙
ヲ
待
ツ
ヘ
キ
カ
」
と
自
問

し
た
後
に
述
べ
た
決
意
で
あ
る
。

毎
年
中
学
一
年
生
の
聖
書
の
授
業
で
、「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」

（「
現
代
語
で
読
む
新
島
襄
」）
を
読
ん
で
い
る
。
生
徒
た
ち
に
は
あ
ら
か
じ

め
、
共
感
す
る
箇
所
に
下
線
を
引
く
よ
う
に
指
示
し
、
読
了
後
、
そ
の
箇
所

を
発
表
し
合
う
。
も
ち
ろ
ん
「
一
国
の
良
心
」
や
「
良
心
を
手
腕
に
運
用
す

る
人
物
」
と
い
っ
た
箇
所
の
人
気
は
高
い
が
、「
今
や
わ
が
国
は
社
会
の
秩

序
が
破
れ
、
規
律
が
乱
れ
、
人
心
は
向
か
う
べ
き
方
向
が
分
か
ら
な
い
状
態

で
あ
る
」、「
一
国
を
維
持
す
る
の
は
、
決
し
て
二
、
三
の
英
雄
の
力
で
は
な

い
」
を
選
ぶ
生
徒
、
そ
し
て
「
他
者
に
対
す
る
思
い
や
り
の
情
に
厚
い
キ
リ

ス
ト
教
の
道
徳
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思
い
、「
学
生
が
自
分
独

自
の
気
質
を
発
揮
し
、
自
治
、
自
立
の
国
民
を
養
成
す
る
点
は
、
こ
れ
こ
そ

私
立
大
学
が
も
っ
て
い
る
特
性
で
あ
り
、
長
所
で
あ
る
と
信
じ
る
」
生
徒
も

少
な
く
な
い
。

生
徒
た
ち
の
期
待
に
、
我
々
は
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く

の
か
。「
向
か
う
べ
き
方
向
」
を
人
ま
か
せ
に
せ
ず
、
今
、

こ
の
時
に
、
生
徒
た
ち
と
共
に
時
代
を
生
き
、
希
望
を
生
み

出
し
て
い
く
決
意
が
我
々
に
あ
る
の
か
。
英
雄
の
力
で
は
な

く
、
我
々
自
身
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

否
、
否
、
決
シ
テ
然
ラ
ス

新
島
　
襄
の
言
葉

（
中
略
）

（
後
略
）


